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六甲山・住吉山手で植樹した果が開花

ああ あの人河 太古より 流れる誇 り

ああ その録 永久に たやさぬだ

燃えたつ生命 ここに ここに
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P2 ワーキングツアーのお知らせ
P3 蘭州市民アンケート
P3 チャリティーゴルフコンペ
P4 私と環境(11)庭木の健康診断③
P4 絵本からのエコ・メッセージⅨ
P5 黄土高原の植物Ⅲ
P5 2009年度下期植樹とクリーンキャンペーン日程

P6 神戸、蘭州で写真展とシンポジューム開催
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特定ヲF営利活動法人黄河の森緑化ネットワーク会報

第6口総颯 難
特定非営利活動法人「黄河の森緑

化ネットワーク」の第 6回通常総会
が 5月 30日 、神戸市中央区の中華会

館 7階 「東亜ホール」で開かれまし
た。第 1号議案「08年度事業報告書
及び財産目録、貸借対照表、収支計算

書、監査報告書」と、第 2号議案 「09
年度事業計画書及び収支予算書」の

2議案が承認されました。
新型インフルエンザの影響で一時

開催が危ぶまれましたが、弱毒性に

加え、兵庫県、神戸市の安全宣言が

出されたことから、どうにか開催に

こぎつけました。

会員323人の半数162人の定足数に

対 し、出席28人 、委任状145人、書

面による決議参加 4人の計177人 で
総会は成立。林同春代表理事に代わ

つてあいさつに立った永山勝司副代

表は「活動開始から今年で 8年目。
会費と寄付金で単に植樹をしていた

初期に比べ、活動の幅が広がった。
三井物産環境基金プロジェクトは 3

年間の最終年だが、四川大地震や新

型インフルエンザ禍で事業計画が若

干遅れている。当初の目的にかなう

よう、ご協力を賜りたい」と述べま

した。

08年度事業報告によると、蘭州市
の41髯に低木ベニスナ10万 5000鉢 を

植樹、三水造林と菌根菌を活用した

植樹技術の研究にも従事しました。

昨年 4月 と9月 には、技術団を派遣
し、大学などでの講演やNGO、 民
間企業などを訪問して、共同植樹や

ボランティア組織との連携、支援な

どを探りました。

植樹計画などを承認した総会

国内では、地元の六甲山で植樹と

下草刈 り作業、清掃ハイキングを継

続 して実施。地道な活動に対し、国

交省六甲砂防事務所から「森の世話

人」の認定を受けました。

09年度事業計画では、最終年度の

三井プロジェクト推進のため、蘭州

市への技術団派遣、 2年ぶりのワー

キングツアー実施と現地NGOな ど
との共同植樹を予定しています。環

境保全のためのシンポジュームと写

真展を来年 2月 に神戸で、同 4月 に

は蘭州で開くことなどが承認されま

した。

総会に併せ、ロビーでは「緑化写

真展」が開かれました。蘭州市の植

樹基地に建てられた記念館や緑化先

進企業訪間の様子、樹齢1300年の巨

木、六甲山での植樹など、15枚のパ

ネルが展示され、出席者は興味深く

見つめていました。

総会後の研修会「三井プロジェク

ト蘭州活動現状報告」は、矢野正行

事務局長と中谷安廣理事の 2人が担
当しました。昨年 9月 に蘭州市を訪

問した際の環境保護団体「緑舵鈴 (グ

リーンキャメルベル)」 や、甘粛農大

林学院や蘭州大との交流などを、ス

ライ ドを交えながら説明しました。

終了後、恒例の交流会が開かれ、

中華料理に舌鼓を打ちながら、黄土

高原の緑化や六甲山の植樹について

意見を交わしました。

黄河の森緑化ネットワーク

事務局長 矢野 正行

ます。児童や先生また保護者の方々

との懇談を通して、KFGの 重要目
標でもある、日中友好の橋渡しがで

きればと考えています。

さらに、中国の古都長安 (西安)

を訪れ、秦の兵馬桶、玄宗皇帝と楊

貴妃のロマンスで有名な華清池、三

蔵法師ゆかりの大雁塔などの見学を

予定しています。

昨年は四川大地震と同時期に発生

したテロの影響でワーキングツアー

を取りやめましたが、今年は上記の

ように新しい取り組みも考えていま

す。多くの会員の皆様とお友達がお

誘い合わせの上参加されることを願
っております。
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会員の皆様、お元気でお過ごしで

しょうか。今年は5月 からの新型イ

ンフルエンザの流行で蘭州への訪問

が大幅に遅れています。 6月 末現在

でもいつ指揮部等との打ち合せに行

けるか目途がたつていません。

しかし、今年 9月 19日 から同月26

日までのワーキングツアーは何とし

ても実施する予定です。

このツアーでは初の試みとして、

蘭州市民と一緒に我々の 2期植樹基
地で共同植樹を行う予定で、同市の

NGO「 緑舵鈴 (グ リーンキャメル
ベル)」 、蘭州大学緑隊などに参加を

呼びかけています。今後の蘭州市で

の植樹活動をより活発に推進し、広

く市民にも我々の緑化活動を知って

もらい、より深い理解をしていただ

く良い機会になると期待しています。

蘭州には 3泊 し、敦違の莫高窟と
ともに甘粛省三大石窟といわれる同

市の嬌霊寺石窟と、天水市の麦積山

石窟を見学する予定です。

その後には、昨年会員の皆様から

四川大地震の義援金を募りましたが、

これを贈呈した甘粛省南部武都市の

小学校を訪れ、友好を育む予定です。

現地にはまだ「黄河の森緑化ネット

ワーク(KFG)」 の会員は誰も訪れ
たことがありません。どのような所

か、またどのような環境で勉強をし

ているのか、非常に興味を持ってい

三井物産環境プロジェクト最終年度
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緑化立ち遅れ認める 緑化は行政主体で

環境対策として期待 KFG活動に期待
「黄河の森緑化ネットワーク (K
FG)」 が植林活動を進めている中
国甘粛省蘭州市民の大半が、同市の

緑化が立ち遅れており、精神的な落

ち着きや砂嵐防止、大気汚染防止の

ために緑化に期待していることが、

市街地住民を対象にしたアンケー ト
「蘭州の人たちはこう考えている」

で分かりました。

調査は、蘭州市民の緑化意識や市

民のマンパワーと緑化を結びつける

鍵を探ることを目的に、昨年 5月 、

甘粛農大林学院に委託。学生が 2～
3人 1組で、市の 5区 3県のうち市
街地 4区を対象1200人 に配布、有効
回答率は88.8%で した。
対象者の年齢は18歳から78歳まで

で、平均35.8歳 (男 37.7歳、女33.9

歳)。 蘭州市に住む38民族中6民族
が回答に含まれ、うち96.2%が漢民
族でした。大卒が4割近く、都市部
に住む漢民族の知識階級を中心とし

た調査になっています。第 1報「悩ま
しい乾燥と強風にどう対処するか」

では全体と区ごとにまとめ、第 2報
は男女別 。年齢別、第 3報は回族に
ついて集計しました。

公園利用頻度では、月に 1度も行
かない人は各区31～ 46%で平均38.8
%。 月 1～ 2回が半数弱と最多でし

た。緑化の進展度では、「低い」と
「どちらかといえば低い」が計79%
と圧倒的でしたが、70%が以前と比
べ緑化面積が増えたと答え、少しず

つですが緑化が進んでいることを認

めています。

環境問題で特に重要と思うもので

は、大気汚染、砂嵐、ゴミが上位 3位

で、砂漠化、騒音、生態系の破壊、

水質汚染丁と続きます。これ

らの問題については70%が解
決可能としています。

全民義務植樹運動への最近

2年間の参加率は56.2%で、
全国平均よりやや低めですが

運動そのものは80%超が「植
えた本の成長を見たり、緑が

増えるのが楽しい」と肯定的

です。嫌に感じる中では「成

果が予測できず、無駄な気がする」

と言 う声が多数でした。

緑化の主体については、各区とも

地方政府、国家、個人の順で、

行政主体が70%を超えました。
環境をよくするために自らの

意思で参加したい活動では、

どの区でも美化活動、緑化活

動、子どもへの啓発・教育が

上位 3位に入り、全体では 3
つで70%弱 を占めました。
KFGの 蘭州での緑化支援
活動については14.8%が 知っており、

総人口比に当てはめると約27万人に

知られている計算になります。半数

以上が活動に期待していると答え、

必要ないは 7%で した。
蘭州の居住環境に対し緑化面から

の提案では「公園 。緑地の面積、数

を増やす」「大樹を多く植える」が計

86%に達しました。環境汚染の原因

には、環境保護意識が低い、人口増、

消費の速度一が挙げられました。も

つとも嫌な気候では、乾燥、強風の

2つがともに40%以上でした。
男女別に見ると、緑の効用につい

て女性は、日につきにくい水源涵養

や水土保持よりも、直接的に身に降

りかかる大気汚染や砂嵐防止への期

待が高い傾向が見られました。蘭州

の暑熱に閉口し、温暖な所を望み、大

気汚染軽減に緑を期待しています。

義務植樹参加は以前女性の参加が少

なかつたが、最近では増えています。

植樹のための寄付についても、 9割

以上が「年 1回なら」と答えていま

す。

年齢別では、月10回以上公園を訪

れる人は51～ 78歳 と34～ 50歳 という

傾向があります。好きな木や草花で

は、34～ 50歳はポプラ、51～ 78歳は

サルビアを挙げています。蘭州市の

緑化が遅れていることへの認識はど

地方政府  461  432  522  481   47
解放軍   64   59   45   6   59
学生         47       59       41        3        45
私営企業  49   48   3   38   43
輌ヨA         64      11 9      75       79       82

の世代にも共通しており、森林や草

原など求める緑化の形態についても

世代間に大きな違いはありませんで

した。

今後も職業別分析などとともに、

フリーアンサーの翻訳を進め、蘭州

でのボランティア組織支援の参考に

します。

責河の森縁化ネットワークが蘭州で縁化支援の活動をしている

期待する
どちらとも
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第15回 日中親善チャリティーゴル

フ会 (神戸日華実業協会、神戸中華

総商会主催)が 5月 22日 開かれ、神
戸市内に本社、支店のある日中企業
の代表者32名が参加しました。
コンペの収益金は毎年、日中友好
の一環として黄上高原で植樹をして

いる「黄河の森緑化ネットワーク」
に贈呈されています。今年も6月 10日

に東天閣で贈呈式があり、林文明専

務理事と矢野正行事務局長が出席し

=写真、14万 1000円 を頂きました。
寄付金は我々の活動に有意義に使

わしていただきます。また、会員の

皆様の中で、来年コンペに参加をお

願いできる方は、事務局矢野までぜ

ひ連絡してください。

KFG
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よみがえれ、
えりもの森

北海道日高山脈のすそ野にひろがるえりも町は、かつてはコンブ漁でにぎわって
いました。そのころは森林におおわれた自然豊かな地だったのです。が、コンブ漁
のために多くの人々が集まると、当然木々はどんどん伐採されていきました。たつ

たの半世紀で、えりも町から森が消えてしまいます。
森が消えるということはどういうことでしょう?

風は乾いた土を、雨ははげ山の泥水を海にそそぎます。沖まで赤くにごった海に

はもう魚もやつてきません。えりもの宝のコンブもどろコンブになつてしまいまし
た。
この物語は、荒れてしまったふるさと、えりもの浜や海をよみがえらせようとが
んばる漁師たちを描いています。長い年月をかけ、森を再生させていった漁師たち
の苦悩の実話からつくられました。
やっとコンブ舟をだすことができた漁師が息子に語 ります。「おれはコンブ漁師
だが、半生は山にかけた。漁師だから、海のことだけを考えていればいいんでない。
山があれると、海もあれるんだ」
今に通じるエコ・メッセージに身の引き締まる思いになります。

い根つこから吸収された水分や養分

は太い根へ移動し、樹液として幹、

枝を通つて葉まで達します。

根の伸長成長はこの根端組織によ

つて行われており、乾燥、過湿、空

気不足など根にとって生活条件が悪

いところでは伸長成長は停止し、根

はひろがりません。このような場所

では水分・養分などを吸収する根表

面の面積が広がらないので、庭木の

正常な成長は阻害されます。庭木を

植えかえるとき、剪定鋏や鋸で太い

大きな根をよく切ることがあります。

これらのO.5～ 2 cm程度以上の太い

根は庭木が倒れないように、樹体を

支持する働きがあります。細い根、太

い根をいかに健やかに育てるかが、

庭木の生育に大きく影響を与えます。

樹木環境研究会議「ミルフィーユの会」

KFG顧問 天 野 孝 之

水分・養分を吸収する細い根は、地

表から30ん 50cmほ どの深さのところ

を、ほぼその庭木の枝の先端あたり

まであるいはそれ以上に伸びている

といわれています。そしてその伸び

た先端で水分・養分などの吸収を行

っています。しかし庭本の場合、家

屋、塀、石組など、あるいは隣の庭

木の影響を受け、必ずし

もそのようになつていな

い場合もあります。太い

根は地表部ばかりでなく、

樹幹直下50cm以上深いと

ころまでも直根を伸ばし、

地上部の大きな樹体を支

えています。水分や養分

の吸収する働きはほとん

どありません。

老衰した庭本や病虫害

などで衰弱した庭木の回

復法として、根切りや根

継ぎが行われる場合があ

ります。根切りは、文字どおり根を

切ることです。根には元々根が損傷

老化したとき、新たに元気な根を出

さす働きがあり|ます。この原理を利

用した方法です。根の勢いが強いと

いくら枝を切り詰めても成長を抑制

することはできません。このような

ときは枝を切り詰めるよりも根を切

り詰める方が目的を達成しやすいで

す。

KFG会 員 畑 中 弘 子
(児童文学者 )

本木洋子・文  高田二郎・絵
新日本出版社

③鰐″″〃をオの7.t奈診断③
一 一 庭 木 の観 察 幹 と根 一―

幹の一番外側は樹皮で囲まれてい

ます。クロマツのように深い裂け目

があり厚い樹皮を持つたものから、

ツバキ、カエデ、サルスベリのよう

に薄い樹皮のものまでいろいろあり

ます。樹皮が薄いと幹が日焼けを起

こしやすいので、樹幹に直射日光が

当たらないように注意する必要があ

ります。

湿度の高い日当たりの悪い庭に植

えられた樹勢の弱つた庭木には、ウ

メノキゴケなどの地衣類 (菌類と藻

類との共生する隠花植物)力 着`生す

る場合があります。梅や松に地衣類

が着生しているといかにも古風で値

打ちがあるようですが、庭木にとつ

て気象条件や庭木の根系状態が悪い

ことを示しています。

樹幹中を樹液が流動する早さは一

時間当たりに50～ 100cmほ どです。樹

液の流動を樹幹外部から直接見たり

聞いたりすることはできません。も

ちろん聴診器を当てて樹液流動を聴

くこともできません。「音」は耳に

は入つてきますが、風による樹幹の

揺れや、聴診器が樹幹をこする音で

す。

根の先端に細胞分裂を繰り返し、

仲長している白い部分があります。
これは吸収根といわれ、土壌中の水

分や養分を吸収するだけではなく、

土壌中の酸素も吸収しています。細

鮨

桜の樹幹腐朽部から発生した根系
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木の話をしていて、相手の方から
「私はこの木の名前を○○といいま

すが、学名では何といいますか」と

尋ねられることがよくある。相手の

方の話ぶりなどから普通名と学名を

混同されているのだと分かる。

例えば トガと呼ばれる木がある。
「私はこの木を トガといいますが、

学名では何といいますか」と話され

たとき、その方は普段 トガという名

を使つているが、この名が正式なも

のかどうかを知りたいのである。こ

の正式な名とは普通名をさしている。

普通名は全国的に通じるいわば標準

語のようなもので、図鑑に載る名前

である。 トガは高知県などでよく使
われるがt全国的に認知された普通
名はツガという。あえていえば トガ

の正式な名はツガとなる。ちなみに

ツガの学名はTsuga sbbold五 である。

学名は世界に通じる名前であり、ラ

テン語が使われ、国際的なルールの

もとで決められる。

さて、私たちが活動している蘭州

市の「市の木」はエンジュである。
エンジュは黄河の中下流域が原産で、

日本にとって外来の木とされる。中

国の普通名は椀樹といい、国椀とい

う呼び名もよく見かける。マメ科ク

ララ属の落葉高木で街路樹や公園の

木としてよく使われる。蘭州でも街

路樹はエンジュが多い。市街の大通

りに面した道教寺院の自雲観や金天

観には唐代や明代に植えたという巨

木がある。郊外でも狭い道に大きな

エンジュ

1.花をつける枝  2 豆果

自

観
に
育
つ
約
5
0
0
年
生
の
工

ン
ン
ユ

木が育っていた。

蘭州という乾燥地でこうした巨木

を育てるには、普段から注意深く手

を加えていつくしんできたと思われ

る。人には木をいつくしみ育てる心

情があるというのを目の当たりにし

て、緑化への可能性を感じることが

でき、力を与えられる。

それはさておき、エンジュの学名

はSophora japoniё aと いう。学名は属

:る.曇掌名J:_孟&|て:臨国によコ.て
ェーンジ:ュの動 :&:鼻轟名:・
KFG顧 問 徳 岡 正 三 (元高知大学農学部教授 )

名 +種小名であらわされ、Sophoraが
「クララ属」を、japonicaが「日本の」と

い う意味を持つ。あえて訳せばこの

学名は 「日本のクララ属」とい うこ

とになる。中国原産で、よく国枕と

も呼ばれるのに、学名には「日本の」

が入つている。中国にとつてこれは

はがゆい学名ではないか。

どのような経緯があつたか分から

ないが、エンジュの学名はフランス

のキャリエールという人が命名者に

なつている。学名はいつたん認定さ

れると、分類学的に誤 りがない限り

変更はされない。エンジュと似た例

は他にもみ られる。ウメも中国原産

であるが、その学名は Prunus mume

である。 日本名のウメが mumeと し
て学名に入つている。この命名には

有名なシーボル トがかかわっている。

ついでにもう1つ、モモも中国原産
とされるが、この学名はPrunus pers

icaである。 persica、 つまリペルシャ

産となっている。

何事も最初に決めるときは慎重で

なければならないが、あとからいろ

いろ不具合が出てくるのが人間の世

界とい うものだろうか。それも学名

のようにや り直しができないのもあ

るのである。

′.二里山クリ:=‐ンー&.グ|り:コン,活動|
ハ 甲 Ш 植 樹 ― ■ 吉 山 手 5期 植 欄 一

●2009年 9月 5日 (土)下草刈 り
2010年 2月 下旬 6期整地
3月 初旬 6期植樹及び

1～ 5期植樹地の枯れ木植え替え

●集 合  JR住 吉駅南側
AM.9:00

●服 装 長袖、帽子、運動靴
●持参品 弁当、水筒、軍手、雨具、

タオル
六甲山クリーン&グ リーン活動は、
09年度も皆様の協力により前半の予定
を滞りなく終了しました。今年度から、

国交省六甲砂防事務所の「森の世話人」

事務局の方が、取材を兼ねて 1名参加さ

れています。

6月 13日 に、神戸市東灘区住吉山手の

植樹地で行つた下草刈りには、会員ら15

人が、梅雨の晴れ間を縫って約 4時間、草刈り機や鎌を使つて桜や栗、ナラ
などの下草を刈り取り、さわやかな汗を流しました。桜は高さ3(「以上に成

長したものもあり「春にはお花見が楽しめそう」と、話が弾んでいました。
「黄河の森ネットワーク」にとつて、この活動は国内の最重要活動となつて

います。会員の皆様の参加をお願いします。

身

●日 時
●集 合
●歩 行
●コース

つ
~

ンアッ7活動

2009年 10月 10日 (土 )

阪急岡本駅

約 4時間
当日朝、発表します。

ミステリーハイクをお楽しみに

●持参品 弁当・水筒・雨具・タオル・
ビニール袋 ‐軍手

さわやかな汗を流した後、全員で記念撮影

:鼻墾∫募日欲1llill]liit,〕、:ゝ :
ユ、ぃ輩 ]:驚驚 1.…藤

-5-



特定非営利活動法人黄河の森緑化ネットワーク会報

一群
緑
一

「黄河の森緑化ネ ットワーク

(KFG)」 の中国甘粛省蘭州市
での植樹活動は 8年 目を迎えま
した。また、三井物産環境基金

の支援を受けた蘭州での 2期植
樹事業も、最終年次の 3年 目と
なりました。
これまでKFGが 展開してき
た活動の紹介 と今後の理解、支

援を求めて、来年 2月 に神戸、同
4月 には蘭州で、ともに写真展
とシンポジュームを開きます。

写真展は、それぞれの地域の

現状や考え方を紹介 し、今後の

活動方針および活動内容を地域

の人々に広く伝えたいと考えてい

ます。また、多くの人々に活動を

理解していただき、支援を得たい

と思つています。
さらに、写真展の期間中にシン

ポジュームを開催、植樹活動を通

じての 「住みよい環境造り」 「ボ

ランティア組織の育成」 「日中交

流」について、日中双方の有識者

による講演を予定しています。

多くの方々の参加をお願いする

とともに、今後の活動の一助にで

きればと考えています。開催要領

は次の通り。

①神戸市での写真展

場所 元町アー トギャラリー
期間 2010年 2月 H日 (木 )

～ 16日 (火 )

時間 午前10時～午後 7時

②神戸市でのシンポジューム

場所 中華会館 7階東亜ホール
日時 2010年 2月 13日 (土 )
午後 1時半～ 4時

③中国蘭州市での写真展、シンポ

ジュームは2010年 4月 ごろの予

定です。

蘭
州
の

「市
の
木
」
エ
ン
ジ

ュ
の
巨
木

植樹記念館にはKFGの緑化活動も紹介
されている

い出の末

あなたのふるさと、まち、身近な

散歩道、または旅行で出合った好

、きな古木・大きな本はありません

か 。

黄上高原の蘭州市での第 2期緑
化協力は最終の 3年 目を迎えまし
た。三井物産環境基金の助成事業

では緑化支援だけではなく、地域

住民の緑化への関心と参画を広め

るため、大学 。中学・民間NGO
とも交流活動を行つています。そ

の一環 として、蘭州市民を対象に

実施 したアンケー トの中で上記の

同じ質問をしています。 日中市民

が思いを寄せている木を題材 とし

た写真展を、神戸市 (来年 2月 )

と蘭州市 (同 4月 ごろ )で開催を

予定しています。

その本の写真と簡単なコメント

を、フロッピーなどデータか、プ

リントした写真を事務局へ郵送し

てください。寄せられた写真は順

次、会報・ホームページにも掲載

していきます。

締め切 りはH月 末ですので、奮
って作品をお寄せください。

緑に覆われた 1期の植樹基地


